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研究成果の概要（和文）：本研究の成果は、主に以下の3点に集約される。1）『批判』演繹論の書き換え問題と
その目的：カントが第1版でもくろんでいた、人間の認識諸能力内部におけるメカニズムの解明が第2版において
も保存されており、その意味で第2版演繹論の目標は心理主義的議論の補強にあったのだということを示すこと
ができた。2）テーテンスによる認識能力論の整理：テーテンスの認識能力体系の中で「想像力」「創作力」と
いう能力が重要な位置を占めることが明らかになった。3）上記2）で着目したテーテンスの想像力、創作力とい
う両能力の内実および両者の関係が、第1版演繹論でカントが示した「三重の総合」という着想に影響を与えて
いることを示した。

研究成果の概要（英文）：The achievements of this research are summarized as follows. 1) Kant's 
rewriting of the Transcendental Deduction of the Categories and its purpose: it was shown that two 
editions of the Deduction have a common purpose, that is, figuring out the epistemological mechanism
 and that Kant planned to reinforce the psychological argument of the former edition in the second 
edition Deduction.
2) Schematization of Tetens' epistemological faculties: through this schematizing, we found how two 
important faculties, namely, "Einbildungskraft" and "Dichtungskraft" work in Tetens' epistemological
 system.
3) Tetens' influence on Kant's psychological deduction: as the conclusion of this research, we 
illustrated that Tetens' two faculties showed above have considerable influence on the "threefold 
synthesis" in the first edition Deduction.

研究分野： 近代ドイツ哲学

キーワード： カント　テーテンス　心理主義　認識論　構想力
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の成果がもつ学術的意義は、カントの認識論を「心理主義」という側面から見直し『純粋理性批判』超越
論的演繹論の二つの版を比較検討することで、このテクストが当時受けた批判が、カント自身の目論見および意
図に対応しない的外れなものであったこと、また、ここには同時代の哲学者であるテーテンスのきわめて心理主
義的な能力論がその背景として影響しており、両版の違いもテーテンス、あるいは心理主義との距離をどのよう
に取るかという観点の違いに帰しうることを示した点にある。また、これを通じて、18世紀後半のドイツ哲学に
おける心理主義のありようについて、その一端を明らかにすることができた点も意義深いものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
近代から現在に至る哲学史を俯瞰するとき、「心理主義」と「論理主義」という対概念は、そ

の趨勢を捉える上で欠かせないキーワードである。しかしながら、当の「心理主義」という概念
によって名指される内実については、「心理学主義」「生理主義」と言い換えられることもあれば、
これらと明確に区別されることもあり、そもそも「心理主義」という立場の定義そのものが非常
に多義的である。内実が曖昧なままに用いられることで引き起こされたこのような混乱こそが、
「心理主義」と「論理主義」という争いの元凶となってきたと言わざるをえない。 
さて、近代認識論の代表的著作である『純粋理性批判』（以下、『批判』）は、1781 年に第 1 版

が、1787 年に第 2 版が刊行され、両版には若干の違いがある。著者であるカントが第 2 版にて
書き改めたのは、自我、自己意識や内官など認識主観について詳述した部分に集中しているが、
これは第 1 版でのカントの記述が「心理主義的である」と同時代の哲学者から評され、第 2 版は
その誤解を解くことを目的としていたためであると言われる。とりわけ、認識構造を解明するに
あたって外的な対象と自己意識を中心とした認識諸能力とがいかにして関わるかを論じた「超
越論的演繹論」（以下、演繹論）は、そのほぼ全てが書き換えられた。結果として第 2 版演繹論
は、認識諸能力の詳細な分析を排除し、認識における自己意識の働きを（「S は P である」とい
うような）論理学における判断形式と直結させる形の叙述へと様変わりしたのである。 
両版演繹論のコントラストは、上記の「心理主義と論理主義」を軸にした哲学史的背景のもと

に置いてみると、なおさら際立ってくる。すなわち、「心理主義を強調する（、それゆえに批判
もされた）第 1 版」と「論理学を強く全面に押し出した第 2 版」という図式がより鮮明に看取さ
れる。しかしながら、「心理主義」という立場がなぜ『批判』への論難として持ち出されたのか、
そしてこれが論難として真に適当であったのか、また論理主義が「心理主義へのアンチテーゼ」
となりうるのか、といった問題をめぐって、「心理主義」自体の解明が俎上に載せられることは
これまで無かった。言い換えれば、演繹論を中心とする『批判』の書き換えの問題に未だ見通し
がついていないのは、背後にあるこの構図を踏まえた上での整理ができていないからであり、こ
の点において「心理主義と論理主義」という対立軸を精査し直すことは、それ自体が一つの哲学
的問題の解決になりうるだけでなく、『批判』周辺に特有の問題にとっても有益な営みであると
言える。 
以上のような問題背景のもと、本研究が中心に据える問いは、認識論における「心理主義」と

はいかなる指向を意味するのか、というものであった。本研究は、この問いを『批判』を中心と
するカント、およびこれに強い影響を与えたと考えられる同時代の哲学者、テーテンスの議論に
基づきつつ詳らかにすることを目標とした。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、イマヌエル・カント（1724-1804）の認識能力論を心理主義という観点から捉え直

し、そこから取り出される心理主義概念がより広い哲学史的文脈のもとで普遍的に持つ意味を
詳らかにしようとするものであった。この研究においては、カントの認識論における態度決定に
影響を与えたと考えられるテーテンス（1736-1807）の思想を参照することで、当時の心理主義
概念を明確化し、またこの心理主義が、カントの生きた 18 世紀から現代に至るまで論理主義と
のシーソーゲームを繰り返しながら連綿と受け継がれる中で、概念として一貫したものであっ
たのかを再考することで、心理主義と論理主義の調停に資する見解を提示することを試みた。 
 
 
３．研究の方法 
以上の目的のもと、本研究は大きく分けて以下の 3 つの方法を採った。 

A）『批判』演繹論のテクスト検討 
当該テクストの精読・検討を行った。その際に本研究では、「心理主義」の誹りを受けた第 1

版を重点的に扱うが、心理主義的要素を排除したと言われる第 2 版も対象とした。というのも、
従来の先行研究では「悪しき心理主義からの脱却」という先入見を持って第 2 版を読み解くもの
が少なくなかったが、両版の書き換えをつぶさに検討することを通じて、カントが何をもって第
1 版の叙述を心理主義という批判から救い出そうと考えていたかを浮き彫りにすることができ
ると考えたからである。 
B）テーテンスのテクスト検討 
テーテンスの認識能力論が展開される主著『人間本性とその展開についての哲学的試論』（1877

年）の第 1 巻の精読を行い、彼の認識能力論の一部を明らかにした。その際、もう一つの主著
『一般思弁哲学について』（1775 年）や形而上学講義録（1789 年）など近年入手可能になりつつ
ある新しい資料も適宜取り入れた。これは、テーテンスは生前の公刊著作が上記の 2 冊のみであ
る上に一次資料の大半が散逸しているため、その体系的理論が未だに不明であるが、この作業に
より見通しの良い理論図式が得られると考えたからである。 



C）上記 A）B)から、カントとテーテンスそれぞれのテクストにおける心理主義的側面を明るみ
に出し、両者の影響関係について分析した。上に述べたように、カントの標榜した超越論哲学は
テーテンス流の心理主義からの脱却を企図していたが、果たしてそれが成功したのか、あるいは
そもそもそのような企図自体がカントの念頭には無かったのかという問題に対し、このアプロ
ーチによって一定の回答を与えることができた。 
 
 
４．研究成果 
上記 A）については、第 2 版演繹論テクストの内在的な検討を行った結果、カントが第 1 版で

目論んでいた、人間の認識諸能力内部におけるメカニズムの解明が第 2 版においても保存され
ており、その意味で第 2 版演繹論の目標は「心理主義からの脱却」ではなく、むしろその補強に
あったのだということを示すことができた。 

B）については、テーテンスの認識能力体系の中で「想像力（Einbildungskraft）」「創作力
（Dichtungskraft）」という能力が重要な位置を占めることが明らかになった。前者は、感覚から
受け取られた表象を、それが途絶えた後に再生し、時間的に近接していたり、相互に類似してい
る複数の表象を結びつけて再び眼前にもたらす能力であり、後者はこれまでに結びついたこと
のないような表象同士を結びつけ、新しい像を生み出す能力である。 

C）については、上記 B）で着目したテーテンスの想像力、創作力という両能力の内実および
両者の関係が、第 1 版演繹論でカントが示した「三重の総合」という着想に影響を与えているこ
とを示した。当然のことながら、テーテンスの採用する図式がそのままカントの「三重の総合」
に当てはまるわけではない。具体的には、テーテンスが考える認識諸能力があくまでも経験的な
ものであるのに対し、カントはそれらに超越論的な使用をも認めており、それによって初めて認
識一般が可能になるようなレベルでの議論を提供している。第 2 版演繹論はこの超越論的側面
を強調したものであり、そこでは第 1 版で語られていた心理主義的な能力論は無効化されたわ
けではないということを詳らかにすることができた。 
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